
3.「高瀬舟」WS

　「高瀬舟」は江戸初期に開削された運河「高瀬川」において、物資の流通を支え
た移動手段かつ運搬具である。この WSでは、 
①牛乳パックなどの身近な素材を用いて、高瀬舟を作る。 
②手作りした高瀬舟に、米俵や柱材を模した荷物を載せて、実際に高瀬川に浮か
べ、流してみる。 
以上の2点を中心に、実際に高瀬川に入って足に水を感じながら、自分の作った高瀬
舟を、流したり引っ張ったりしながら高瀬川・高瀬舟を体感してもらうことをねら
いとする。 
　その活動の様子からは、「模倣」（写真⑤・⑥）、リメイクシートの裏紙を「剥
がす」行為（写真⑦・⑧）などの様子が確認できる。
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2.「真弧・考古資料」WS

　「真弧」とはご存じの通り、考古学において、遺物の実測作業ではごく一般的に
用いられる道具の一つである。このWSでは、 
①実際に本物の真弧を使って容器の形を野帳に描き写す。 
②コーヒーマドラーやアイスキャンディの棒のような身近な素材を使って、真弧を手
作り（以下手作り真弧を「マコ」と表記）する。 
以上の点を中心に、真弧とともに本物の遺物（表採資料）にじっくり丁寧に触れな
がら、「考古学者」そのものを体験してもらうことをねらいとする。 
　さて、これまでに実施した活動の記録を、改めて「子どもの発達」という観点か
ら見直してみると、写真①・②のように「模倣」を繰り返す様子、③では防音テー
プの裏紙を「剥がす」行為に集中する様子、④はマコが完成した際の「達成感」が
表情に表れている様子などが見受けられる。
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１.はじめに
　乳幼児の「発達」においては、自身の自発的行為による様々な経験の積み重ねが
大切である。今回の報告では、3歳児に対して「真弧・考古資料」「高瀬舟」などを
素材として行ったワークショップ（以下「WS」と記載）の内容を振り返りつつ、子
どもの月・年齢に即した「発達段階」と照らし合わせながら、「子どもの発達」を
考慮した観点から、活動の内容を見直すことを目的とする。また、コロナ禍で「接
触」に懐疑的な今、「本物の遺物に触る」ということの意義についても整理したい。

5.まとめに替えて～課題と意義と…～

4.幼児の発達段階とWS
　左表は、３～４歳前後を中
心に、幼児の発達段階を、
「言葉」や「数」に対する認
識および「手指の操作」を中
心に、研究者等による所見を
大雑把に整理・記述したもの
に、「マコWS」「高瀬舟
WS」において観察し得た幼
児の様子の中から、関連する
と考えられる事象を抽出・提
示したものである。 
　例えば、マコWSにおける
「マドラーを15本数えて選
び出す」や「15本のマド
ラーの真ん中に印をつけ、ハ
サミで切断する」といった作
業は、一般的には４～５歳で
できるようになることのよう
であり、３歳には少し難しい
動作である可能性が読み取れ
る。 
　一方で、「リメイクシート
や防音テープの裏紙を剥が
す」という作業は、「シール
を剥がす」という動作とし
て、2歳半ぐらいから可能に
なる場合があるようで、3歳
児にとっては少し簡単な動作
になるようだ。 
　また、実際のモノ（飲み物
容器や考古資料など）を観
て、触れて、観察・触察しな
がら、真弧・マコを使って「モ
ノの形を野帳に描く」という
作業については、3歳児にと

っては少し難しい内容である可能性が指摘できる。ただ、実際に子どもが作業に集中
する様子を観る限り、2歳～5歳ごろに段階的に動作・行為を学ぶ素材としては、有効
かつ興味深い事例と考えている。 
　そしてこれらのいずれの場合においても肝要なのは、子ども達がこれらの動作を学
びつつできるようになっていくために、まずはその動作を「模倣」できるような状況
を準備・提示することにある。前項2・3で示した、いくつかの「模倣」の様子をみる
限り、この点においては、現時点でまずは及第点と言えようか。

3歳児を対象とした「マコWS」・「高瀬舟WS」の再検討 
～「模倣」と「自己肯定感の醸成」～
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　そもそも幼児にとっての「つかむ」という動
作そのものが、乳児期以降のとても大切な動作
の一つであり、その後の全ての感覚・行動の基
礎を作る。WSの最中、机上に置かれたいくつ
かの考古資料に手を伸ばし、一つを掴みとり、
じっくり触っていたかと思うと、次の一つに持
ち替えてまたじっくり触り、やがて机上にある
全資料を掴んで触るという子どもの様子は、3
歳に満たない子ども達にも、しばしば見受けら
れた（写真⑨）。その様子は、実物資料が子ども達を惹きつける、つまり「ホンモ
ノ」にはその行為を促す力があることを、示しているのではなかろうか。 
　本稿では、これまでにNPO法人ちゃいれじが実践した WSのうちの2例について、
改めて「幼児の発達段階」を考慮したものとすべく、その実施状況を振り返りつつ、
見直してみた。ちゃいれじのWSは、常に子どもとスタッフが「1対1」で対峙する対話
型実践を重視している。相対するスタッフ（あるいは周囲の大人）の行動を、参加者で
ある子ども（乳幼児）が「模倣」できるように配慮することと、加えて、写真④で確
認できたような、本人の達成感など「自己肯定感の醸成」に常に配慮することで、乳
幼児を対象としても、WSを実践することは充分に可能であり、かつそれがWSの意義
の一つと考えている。未だコロナ禍の終息は見通せないものの、子ども達にとって大切
な「つかみ、触る」という動作・行動を、再び積極的に促していくためにも、「ホン
モノ」の考古資料を使ったWSも可能な限り続けていきたい。
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